
平
成
二
十
二
年
一
月
十
八
日
提
出

質

問

第

一

号

学
術
文
化
遺
産
の
戦
後
処
理
問
題
解
決
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

�

井

英

勝

1



学
術
文
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処
理
問
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解
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に
関
す
る
質
問
主
意
書

エ
ジ
プ
ト
政
府
は
大
英
博
物
館
所
蔵
の
ロ
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
や
、
ベ
ル
リ
ン
博
物
館
所
有
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
王
妃
・
ネ
フ
ェ

ル
テ
ィ
テ
ィ
の
胸
像
を
は
じ
め
、
盗
難
や
略
奪
に
よ
っ
て
国
外
に
持
ち
出
さ
れ
た
文
化
財
返
還
を
求
め
る
国
際
会
議
を
四
月
に

カ
イ
ロ
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
、
返
還
を
求
め
る
文
化
財
の
リ
ス
ト
作
成
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
戦
前
に
植
民
地
支
配
を
し
て
い
た
諸
国
・
諸
地
域
か
ら
正
当
な
手
続
き
を
経
ず
に
持
ち
帰
っ
た
貴
重

な
文
化
財
が
数
多
く
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
九
五
年
、
日
本
の
軍
人
ら
に
殺
害
さ
れ
た
朝
鮮
国
王
妃
・
閔

妃
の
国
葬
な
ど
を
記
録
し
た
「
朝
鮮
王
室
儀
軌
」
は
、
宮
内
庁
が
所
蔵
し
て
い
る
。
韓
国
側
は
返
還
を
求
め
て
い
る
が
、
い
ま

だ
実
現
し
て
い
な
い
。
こ
れ
以
外
の
も
の
を
含
め
そ
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
公
開
や
返
還
を
進
め
る
こ

と
は
、
学
術
文
化
分
野
に
お
け
る
戦
後
処
理
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
同
時
に
こ
の
問
題
の
解
決
は
、
植
民

地
支
配
や
侵
略
の
誤
り
と
責
任
を
認
め
る
上
で
欠
か
せ
な
い
こ
と
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
プ
ス
よ
り
後
に
現
れ
た
原
人
（
ソ
ロ
原
人
）
の
頭
蓋
骨
化
石
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
占
領
し
た
日
本

軍
に
よ
っ
て
「
天
長
節
の
お
祝
い
に
天
皇
に
献
上
す
る
た
め
」
持
ち
出
さ
れ
た
。
戦
争
の
混
乱
に
よ
っ
て
行
方
不
明
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だ
っ
た
が
、
戦
後
、
オ
ラ
ン
ダ
国
籍
の
人
類
学
者
の
依
頼
を
受
け
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
調
査
に
よ
り
、
京
都
帝
室
博
物
館

（
現
・
京
都
国
立
博
物
館
）
で
埃
を
か
ぶ
っ
て
放
置
さ
れ
て
い
た
の
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ド
イ
ツ
の
博
物
館
を
経
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
戻
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
類
史
上
の
貴
重
な
化
石
だ
け
で
な
く
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
究
明
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
学
術
資
料

や
文
化
財
の
流
失
が
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
植
民
地
政
策
や
侵
略
支
配
の
も
と
で
中
国
（
台
湾
を
ふ
く

む
）
、
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
マ

レ
ー
シ
ア
な
ど
の
各
国
か
ら
わ
が
国
に
持
ち
込
ま
れ
た
文
化
財
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
別
に
何
点
あ
る
か
。
そ
の
う
ち
、

返
還
し
た
も
の
は
何
点
で
、
未
返
還
の
も
の
は
何
点
あ
る
の
か
。

（
二
）

現
在
、
各
国
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
文
化
財
は
、
日
本
の
博
物
館
、
大
学
、
宮
内
庁
等
の
施
設
で
何
点
所
有
さ
れ
て
い

る
の
か
。
国
別
、
所
有
施
設
別
に
答
え
ら
れ
た
い
。

（
三
）

（
二
）
の
調
査
が
仮
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
な
ぜ
か
。

実
態
の
把
握
は
、
市
民
団
体
や
民
間
の
力
だ
け
で
は
達
成
で
き
な
い
。
植
民
地
支
配
と
侵
略
の
責
任
は
政
府
が
負
う

べ
き
も
の
で
あ
り
、
実
態
の
把
握
は
政
府
が
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
す
み
や
か
に
調
査
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
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か
。

（
四
）

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
か
ら
返
還
要
求
や
請
求
が
出
て
い
る
も
の
は
何
点
あ
る
の
か
。

（
五
）

返
還
要
求
や
請
求
が
行
わ
れ
た
際
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
返
還
を
進
め
る
の
か
。
戦
後
の
各
国
と
の
賠
償
交
渉
等

で
い
ち
お
う
の
決
着
を
す
ま
せ
た
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
も
、
道
義
的
に
要
求
や
請
求
が
あ
れ
ば
返
還
す
べ
き
も
の

と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
う
い
う
立
場
で
臨
む
の
か
。

（
六
）

反
対
に
、
第
二
次
大
戦
後
の
占
領
下
の
日
本
か
ら
、
占
領
軍
に
持
ち
出
さ
れ
た
文
化
財
や
学
術
資
料
は
何
点
あ
る
の

か
。
そ
の
中
で
返
還
さ
れ
た
も
の
は
何
点
で
、
未
返
還
の
も
の
は
何
点
か
。
占
領
軍
の
国
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
七
）

政
府
は
日
本
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
未
返
還
の
文
化
財
返
還
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


